


























　Victor  12歳発見。40歳死亡。発達推定年齢　 ６ 歳程度。
　Kamala  8 歳発見。17歳死亡。発達推定年齢　 ３ 歳半くらい。






























nurture についても言えることであり、教育的環境―教育万能 ・ 教育技術 ・ 教育愛―のみをいかに重視しても人間
の形成が可能となるわけではありません。
　人間の実現とは、nature か nurture かの問題ではなく、飽くまで個体を中心とした統一的観点においてのみ初めて可
能となることを実証したのが、これらの諸研究―野生児 ・ 孤立児 ・ 実験的孤立 ・ 孤立ザル ・ チンパンジーの人間教育
―であります。
　以上の結論にもとづき、これら資料を総合的に再考察してみましょう。それは、次の仮説への解答になります。
































ちます。そのような特異な生物 ・ 物理的存在者なのです。その生物 ・ 物理的存在性においてあらゆる種に優越している
ことを基本としているからにほかなりません。この点において人間とは初めから逸脱した種なのであります。ここから
人間研究を始める必要があるわけです。














































































































　認知学習理論家 Tolman,E.C. の指導のもと Blodgett,H.C. がおこなった潜在学習実験を検討してみましょう
（Blodgett,1929; Tolman,1948; Tolman & Honzik,19３0）。
　潜在学習実験はもともと学習には強化が必要なのであろうかという問題に答えるためにおこなわれた研究である。実
験の一例を具体的にみてみよう。図 1 に示した複雑な迷路を用いて、次の ３ 条件でネズミを17日間訓練した。第 1 群：
HNR 群は目標箱に到達しても、餌が与えられなかった。単に迷路から取り出されただけであった（餌の報酬なし群）。
第 2 群：HR 群のネズミは、すべての試行において目標箱で食餌強化子が与えられた（常に報酬あり群）。第 ３ 群：HNR-R
群では、条件は11日目に切り替えられた。はじめの10日間は目標箱に餌が無かったが、11日一17日では食餌が導入され
た（10日まで餌の報酬なし群）。図 2 のグラフは出発箱から目標箱に到達するまでの平均誤数（袋小路に入ったエラー
数）を ３ 群別に表したものである。第 2 群の常に強化されたネズミは典型的な学習曲線を示し、実験終了までに誤反応
図 ２　潜在学習・実験結果
（From E. C. Tolman & C. H. Honzik（19３0）. Introduction and removal of reward, and 
maze performance in rats. University of California Publications in Psychology, 4, p.2６7.）
図 １　潜在学習実験装置・迷路
（From M.H. Elliott（1928）. The effect of change of reward on the maze performance 







数は約 ３ 回まで減少した。第 1 群の強化されなかったネズミたちは実験の全セッションを通じて、成績が悪かった。第
３ 群は興味深い結果を示す。最初の11日間の結果は、第 1 群のそれとほぼ同じで成績が悪い。しかしながら、12日目に

























































によって紹介されたいわゆる狼に育てられた子 ・ Kamala と Amala に関する記載である。現在に至るまで、この野生児
の存在の真偽については問題となってきた。
　この野生児たちはその存在についてこれまでどのように考えられてきたのであろうか。文献を渉猟してみよう。人類
学者 Zingg（1942）は野生児 Kamala と Amala の存在については信憑性があるとし、また、Malson（1972）もその存在
は真実としている。また、1975年に Kamala と Amala の記録に関してイギリス人による現地調査がおこなわれた。その
調査結果を取りまとめた Maclean（1977）は、話に誇張や思い違いがあるが、話自体は真実なものと言えようとしてい
る。一方、精神分析医であり自閉症児の研究 ・ 教育をおこなった Bettelheim（1959）は、この二人の野生児は、遺棄さ
れた重い自閉症児であると考えている。藤永（1982）も野生児は一種の文化的フィクションであるとしている。藤永は
また、人間の初期環境が人間発達におよぼす影響について詳細に論じた文献の中では、野生児の事例は取りあげていな










































































みにこの論文の中に掲載されている写真のうちその 1 枚は、上記の三島先生が入手した 8 ミリフィルムの一場面と同じ
ものである。















の 2 事例に加えて、チンパンジーの人間教育の事例を、さらに補足事例として、実験的孤立児 ・ 孤立ザルの研究を考察
の対象として、これら諸事例から発達の原理を導き出している。野生児 ・ 孤立児 ・ チンパンジーの人間教育これら ３ 事













素質 人間素質 人間素質 野生 野生
環境 非人間的環境：野生 人間環境 人間環境 非サル的環境：人為的環境











































（ 2 ）三島先生は授業や談義において、日本語では「社会 ・ 生物」という語順で、英語では「bio-social」と逆の語順で
講じておられた（この点講義ノートでも確認をした）。この理由について、先生はとくに述べられてはいなかったと
記憶している。ただ、「社会生物学（sociobiology）」（eg.,Wilson,  1975）が台頭してきたときには、これを批判しつ
つ、自らの社会 ・ 生物的観点について論じておられた。これらの点に関しても、今後、講義ノートを紐解き、検討 ・
考察をしていきたいと考えている。
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